
は
じ
め
に

ウ

ク

ラ

イ

ナ

侵

略

か

ら

１

年

数

カ

月

が

経

過

し

、

国

民

の

中

に

軍

事

へ

の

嫌

悪

感

・

忌

避

感

が

減

少

し
、

好

戦

的

世

論

の
増
大
が
見
ら
れ
る
。
「
新
し

い
戦
前
」
へ
の
「
い
つ
か
来
た

道
」
を
進
む
の
か
が
問
わ
れ
て

い
る
。

１

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
へ
の
便
乗

惨
事
便
乗
型
軍
拡
論
が
増
大

し
、
安
保
３
文
書
で
戦
後
安
保

政
策
の
大
転
換
が
行
わ
れ
て
い

る
。
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を

「
反
撃
能
力
」
と
言
い
換
え
た

の

も
詭

弁
に

す
ぎ

な

い

。
現

状
に

お
い

て
、

ウ

ク
ラ

イ
ナ

は
「

敵

地

」
を

攻
撃

し
て

い

な

い
し

、
敵

領
土

内

へ
の
「
反
撃
」
も
行
っ

て

い
な

い
。

戦
っ

て

い
る
の
は
領
土
奪
還
の
た
め
で

あ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
る
戦

争
は
自
国
領
土
内
で
の
専
守
防

衛
戦
争
と
な
っ
て
い
る
。

２

憲
法
と
専
守
防
衛
に
違
反

憲
法
前
文
で
は
「
平
和
を
愛

す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に

信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の
安
全
と

生
存
を
保
持
」
と
あ
り
、
第
９

条
で
は
「
国
権
の
発
動
た
る
戦

争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は

武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永

久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」
と
あ

る
よ
う
に
、
現
在
の
政
府
の
政

策
は
明
ら
か
に
違
反
し
て
い
る
。

ま
た
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
見
解

に
お
い
て
も
、
伊
能
防
衛
庁
長

官
「
平
生
か
ら
他
国
を
攻
撃
す

る
よ
う
な
、
攻
撃
的
な
、
脅
威

を
与
え
る
よ
う
な
兵
器
を
も
っ

て
い
る
こ
と
は
、
憲
法
の
趣
旨

と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」(

1
9

5
9

年)

、
中
曽
根
康
弘
防
衛
庁
長

官
「
本
土
並
び
に
本
土
周
辺
に

限
る
、
核
兵
器
や
外
国
に
脅
威

を
与
え
る
攻
撃
的
兵
器
は
使
わ

な
い
」(

1
9
7
0

年)

、
田
中
角
栄

首
相
「
相
手
の
基
地
を
攻
撃
す

る
こ
と
な
く
、
専
ら
わ
が
国
土

お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
防

衛
を
お
こ
な
う
」(

1
9
7
2

年)

と
、

常
に
専
守
防
衛
を
堅
持
し
て
き

た
が
、
岸
田
内
閣
の
敵
領
土
・

指
揮
統
制
機
能
等
へ
の
攻
撃
や

長
距
離
攻
撃
兵
器
保
有
は
、
こ

れ
ま
で
の
政
府
見
解
に
違
反
す

る
も
の
で
あ
る
。

３

国
際
法
に
反
す
る
先
制
攻
撃

政
府
は
国
境
を
越
え
て
攻
撃

で
き
る
兵
器
群
と
し
て
、
12

式

地
対
艦
誘
導
弾
能
力
向
上
型
、

高
速
滑
空
弾
、
極
超
音
速
誘
導

弾
な
ど
の
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
を

導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
現

在
、
２
１
１
３
億
円
で
４
０
０

発
の
ト
マ
ホ
ー
ク
を
購
入
す
る
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(2023年6月8日に開催された内容をyoutubeで視聴)

敵基地攻撃論の詭弁と危険性

五十嵐 仁 氏
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こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
中
国
に
対
し
射

程
１
６
０
０
キ
ロ
と
し
て
、
時
速
８
８
０

キ
ロ
だ
と
約
２
時
間
か
か
る
事
に
な
り
、

現
実
に
は
役
に
立
た
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
沖
縄
・
南
西
諸
島
に
配
備

し
、
中
国
や
北
朝
鮮
が
射
程
内
に
入
れ
ば
、

相
手
国
に
と
っ
て
は
重
大
な
脅
威
と
な
る
。

相
手
国
が
攻
撃
「
着
手
」
と
み
な
さ
れ
た

時
点
で
発
射
す
れ
ば
、
国
際
社
会
か
ら
は

先
制
攻
撃
と
み
な
さ
れ
批
判
を
受
け
る
事

に
な
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な
れ

ば
報
復
は
不
可
避
で
あ
り
、
日
本
全
土
が

焦
土
化
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
事
に
な
る
。

政
府
は
自
衛
隊
２
８
３
基
地
を
地
下
化
・

強
靭
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
基
地
の

隣
に
は
民
家
が
あ
る
。
国
民
を
犠
牲
に
し

て
一
体
何
を
守
ろ
う
と
い
う
の
か
。

４

「
防
衛
」
で
は
な
く

集
団
的
自
衛
権
行
使
の
た
め

中
国
・
北
朝
鮮
・
ロ
シ
ア
は
、
ど
の
国

も
日
本
を
攻
め
る
と
明
言
し
て
い
な
い
し
、

「
仮
想
敵
国
」
と
す
る
根
拠
は
な
い
。
日

本
と
中
国
は
「
た
が
い
に
脅
威
と
な
ら
な

い
」
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
日
本
に
と
っ

て
中
国
は
最
大
の
貿
易
相
手
国
と
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
覇

権
争
い
の
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
集

団
的
自
衛
権
行
使
の
立
場
か
ら
日
本
が
巻

き
込
ま
れ
て
い
く
危
険
性
が
あ
る
。
「
統

合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛(

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｄ)

」
の

中
で
、
自
衛
隊
が
米
軍
と
融
合
・
一
体
化

し
、
日
本
の
指
揮
権
・
主
権
が
喪
失
し
て

い
る
。

５

軍
拡
大
増
税
に
よ
る
生
活
破
壊

軍
事
費
は
５
年
間
で
約
43
兆
円
、
２
０

２
７
年
度
に
国
民
総
生
産(

Ｇ
Ｄ
Ｐ)

比
２

％
と
な
っ
て
い
る
。
４
分
の
３
は
税
外
収

入
、
歳
出
改
革
、
決
算
剰
余
金
、
防
衛
力

強
化
基
金
、
復
興
特
別
所
得
税
の
流
用
で

あ
り
、
４
分
の
１
は
増
税
、
法
人
税
・
所

得
税
・
た
ば
こ
税
と
な
っ
て
い
る
。(

Ｇ
Ｄ

Ｐ)
比
２
％
以
上
の
軍
拡
を
継
続
す
れ
ば
、

11
兆
円
で
世
界
第
３
位
の
軍
事
大
国
と
な

り
、
例
え
戦
争
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
国
民
は
今
よ
り
一
層
貧
し
く
な
り

「
強
兵
貧
国
」
と
な
る
政
策
で
あ
る
。

６

歴
史
の
教
訓
に
学
べ

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
韓
国
政
府
は
延
べ
30

万
人
を
派
遣
し
、
民
間
人
虐
殺(
１
９
６
８

年)

が
行
わ
れ
、
今
年
の
２
月
７
日
に
ソ
ウ

ル
中
央
地
裁
で
遺
族
に
対
し
、
約
３
１
０

万
円
の
賠
償
額
を
命
ず
る
判
決
が
出
た
。

韓
国
の
若
者
約
５
０
０
０
人
も
犠
牲
と
な
っ

た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
は
日
本
も
出
撃
基

地
な
ど
で
ア
メ
リ
カ
に
協
力
し
た
が
、
自

衛
隊
を
派
遣
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、

憲
法
の
制
約
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
第
９
条

の
お
か
げ
で
あ
る
。
歴
史
に
学
び
、
事
実

に
「
光
を
当
て
て
み
え
る
化
」
し
、
学
び

伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
詭
弁
と
危

険
性
が
明
る
み
に
出
れ
ば
、
世
論
を
変
え
、

戦
争
反
対
に
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

む
す
び

現
在
は
情
報
戦
で
の
対
抗
が
重
要
で
あ

る
。
教
育
に
よ
る
従
順
な
若
者
が
育
成
さ

れ
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
恫
喝
と
懐
柔
が
行
わ

れ
、
権
力
側
か
ら
の
ネ
ッ
ト
支
配
が
強
ま

り
、
世
論
の
右
傾
化
が
進
ん
で
い
る
。
自

民
党
が
右
翼
化
し
、
維
新
が
さ
ら
に
右
寄

り
に
引
っ
張
り
、
公
明
や
国
民
民
主
が
引

き
ず
ら
れ
て
い
く
中
で
、
明
け
渡
さ
れ
た

中
道
左
派
の
政
治
空
間
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。
立
憲
野
党
の
役
割
が
重
要
で
あ
り
、

市
民
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
っ
て
事
実
の

力
を
発
揮
し
、
草
の
根
か
ら
の
学
習
と
情

報
の
発
信
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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「
労
働
組
合
た
ん
け
ん
隊
」

プ
レ
講
座

３
月
18
日
、
静
岡
県
評
幹
事
会
の
後
、

学
習
会
「
労
働
組
合
を
自
分
ご
と
に
ー
パ

ワ
ー
を
高
め
、
変
化
を
つ
く
る
」
が
、
長

久
啓
太
氏(

岡
山
県
労
働
者
学
習
協
会
事
務

局
長)

を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皆
が

発
言
で
き
る
会
議
の
持
ち
方
や
、
新
し
く

運
動
に
参
加
す
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
必
要
性
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
労
働
組
合
た
ん
け
ん
隊
」

第
４
回
講
座

７
月
１
日
（
土
）
「
労
働
組
合
た
ん
け

ん
隊
」
第
４
回
講
座
が
ア
イ
セ
ル
２
１
に

て
集
団
視
聴
さ
れ
ま
し
た
。
「
会
議
を
参

加
型
に
変
え
る
ー
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
心
理
的
安
全
性
」
と
題
し
て
、
長
久
氏

が

報

告

し

ま

し

た
。最

初

に

「

な

ぜ

会

議

に
ス
ポ
ッ

ト

を

あ

て

る

の

か

」

と

い

う

こ

と

で

、

労

働

組

合

の

活

動

家

を

育

て

る

た

め

に

は

、

総

合

力

が

必
要
だ
が
、
会
議
の
場
を
活
動
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と
す
る
事
に
よ
り
、
組
合
の
力
量

は
違
っ
て
も
成
長
の
機
会
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
事
で
す
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
「
会
議
を

円
滑
に
進
め
る
技
法
」
の
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
会
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
、

時
間
配
分
、
役
割
、
全
員
発
言
の
機
会
、

少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
議
論
、
会
議
終

了
時
の
ふ
り
か
え
り
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
会
議
を
参
加
型
に
す
る
た
め
に

は
心
理
的
安
全
性
が
重
要
で
す
。
心
理
的

安
全
性
と
は
「
こ
の
チ
ー
ム
で
は
率
直
に

自
分
の
意
見
を
伝
え
て
も
、
対
人
関
係
を

悪
く
さ
せ
る
よ
う
な
心
配
は
し
な
く
て
も

よ
い
と
い
う
信
念
が
共
有
さ
れ
て
い
る
状

態
」
の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
「
馬
鹿
に
さ

れ
る
、
否
定
さ
れ
る
と
い
っ
た
心
配
を
せ

ず
に
自
分
の
意
見
を
言
え
る
」
と
か
「
活

動
や
方
針
に
感
じ
て
い
る
課
題
や
疑
問
点

を
た
め
ら
い
な
く
言
え
る
雰
囲
気
が
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
心
理
的
安
全

性
が
あ
る
組
織
＝
仲
良
し
組
織
で
は
な
く
、

健
全
な
衝
突
が
チ
ー
ム
を
育
て
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
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春
闘
経
済
学
習
会
（
静
岡
地
区
労
連
協
力
）

２
月
１
２
日
、
あ
ざ
れ
あ

「
深
刻
化
す
る
物
価
高
・
円
安
と

日
本
経
済
の
再
生
」

山
田
博
文
氏
（
群
馬
大
学
名
誉
教
授
）

半
世
紀
ぶ
り
の
円
安
水
準
と
物
価
高
の

中
で
、
貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

世
界
各
国
は
金
利
引
き
上
げ
な
ど
で
、
金

融
引
き
締
め
政
策
に
大
転
換
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
異
次
元

金
融
緩
和
に
よ
り
、
金
利
を
１
％
上
げ
る

と
国
債
利
払
い
費
が
１
０
兆
円
も
増
え
る

の
で
財
政
危
機
を
誘
発
し
て
し
ま
う
た
め

金
融
引
き
締
め
政
策
が
で
き
ま
せ
ん
。
政

府
債
務
総
額
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
、
日
本
は

２
６
４
％
と
な
り
イ
タ
リ
ア
の
１
４
７
％

を
超
え
、
主
要
先
進
国
の
中
で
は
異
常
に

高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
債
務

を
返
済
す
る
に
は
、
応
能
負
担
で
富
裕
層

や
大
企
業
の
内
部
留
保
に
課
税
し
、
金
持

ち
減
税
を
８
０
年
代
の
水
準
に
戻
せ
ば
可

能
で
す
。

日
本
の
景
気
は
、
賃
金
削
減
・
重
税
と

将
来
不
安
に
よ
る
需
要
不
足
に
よ
る
消
費

不
況
で
す
。
そ
の
た
め
賃
上
げ
と
社
会
保

障
の
充
実
に
よ
る
不
況
脱
出
と
安
定
成
長

へ
踏
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
の
政

府
が
と
っ
て
い
る
政
策
は
、
対
米
従
属
的

軍
事
国
家
で
ア
ジ
ア
か
ら
孤
立
し
、
経
済

破
綻
す
る
道
で
す
。
そ
う
で
は
な
く
世
界

経
済
の
中
心
に
成
長
し
た
大
ア
ジ
ア
経
済

圏
の
主
翼
（
ア
ジ
ア
連
合
）
と
な
り
、
平

和
的
な
共
存
共
栄
を
達
成
す
る
道
へ
の
転

換
が
必
要
で
す
。
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